
岡山県、佐賀県で高病原性鳥インフルエンザ発生

平成2７年1月1５に岡山県笠岡市、1月１8日に佐賀県西松浦郡有田
町で高病原性鳥インフルエンザ（いずれもH5N8亜型）が発生しまし
た（詳細は下記）。

養鶏農家の皆様におかれましては、今一度防鳥ネットの破損等が無
いか点検して頂くとともに、農場の入口での車両の消毒、鶏舎周囲へ
の石灰散布等、農場への侵入防止徹底をお願いします。
また、万一異状が認められた際には速やかに家畜保健衛生所まで通報

していただきますようよろしくお願いします。

平成27年2月号

熊本県阿蘇家畜保健衛生所
〒869-2612 阿蘇市一の宮町宮地２６３９-１

TEL 0967-22-0041 FAX 0967-22-4612

№ 発生日 発生場所 畜種 飼養羽数 備考

1例目 H26.12.16 宮崎県延岡市北川町 肉用種鶏 約4,000羽 H5N8亜型

2例目 H26.12.28 宮崎県宮崎市高岡町 肉用鶏 約42,000羽 H5N8亜型

３例目 H26.12.30 山口県長門市日置中 肉用種鶏 約37,000羽 H5N8亜型

４例目 H27.1.15 岡山県笠岡市 採卵鶏 約200,000羽 H5N8亜型

5例目 H27.1.18 佐賀県西松浦郡有田町 肉用鶏(2農場) 約73,000羽 H5N8亜型
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食料・農業農村政策審議会家畜衛生部会 第50回家きん小委員会概要

平成27年1月18日（日）に第50回家きん疾病小委員会が開催されまし
た。概要は以下のとおりです。
①発生農場及び関連農場のいずれにおいても、特定家畜防疫指針に基
づき、一連の防疫措置を徹底すること。

②佐賀県有田町の事例は、これまでの４件の発生と同様に、死亡羽
数の増加が比較的緩やかな傾向が認められているが、死亡羽数が通
常の２倍以上に増加している。日常と異なる徴候が確認された場合
には、速やかに通報することがまん延防止のために必要である。

③我が国での本病の発生状況や韓国、台湾等の近隣諸国での発生状況
を踏まえると、全国どこの都道府県においても、発生リスクが高
い。異常家きんの通報があった際の危機管理体制及び初動対応の徹
底について改めて確認すること。



韓国で高病原性鳥インフルエンザが発生しています

韓国では、昨年1月、全羅
北道高敞（コチャン）郡と扶
安郡のアヒル農場で高病原性
鳥インフルエンザ（H5N8亜
型）が発生以来、継続してい
ます。

2月11日現在、家きんでの
確認件数は全羅南道（93件）、
忠清北道（58件）、全羅北道
（55件）などで292件となっ
ています。また、2月野鳥に
おける検査ではトモエガモ
（10件）、マガモ（9件）、
カルガモ（5件）、ヒシクイ
（5件）など58件の発生が確
認されており、まだ終息する
兆しが全く見えない状況です。

病名 発生地 発生月日 畜種 型

中国 1月8日 牛、豚 Ａ

韓国 1月2日～1月31日 牛、豚 Ｏ

1月5日 家きん H5N1

1月14日、25日 家きん H5N6

1月28日 家きん H5N2

1月6日～2月6日 家きん H5N2

1月8日～2月5日 家きん H5N8

1月11日～2月1日 家きん H5N3

2月16日現在
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